












































































































































織等の対応（行為の「準拠枠組」 ）を説明する場合、わが国における仏教思想、仏教文化の研究、及びその成果や視点は、日本における「災害文化」 （ 「災害観」 「災害対応」等）の概念、仮説、理論等 精緻化を始め、既存の単純な科学主義的観点 偏った災害研究を捉え直し、より緻密なものとするための貴重な「場」を創り出す。なぜなら、仏教思想・仏教文化が日本社会におけ 多く 価値や規範の原点・源流を構成し きたからである。日本人は、古くから、その生活様式の中に仏教文化の叡智を積極的に取り入れてきた。我が国の仏教は、六世紀中葉の伝来以来、日本の自然環境、風土、作物、さらにはそ 文化や歴史 影響 色濃く反映し 今日に至 い 。言わば、この国の伝
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統的文化や歴史との強い相互作用のもとで、日本人の思想構造の根幹を形作ってきたのである。　
現在、大規模な被害が想定される「首都直下型地震」 、 「東海地震」 、 「東南海地震」 、 「南海地震」等の発生が危惧さ

































言い換えれば、東北地方・太平洋沖地震（ 「東日本 震災」 ）は日本人の自然観（ 「宇宙観」を含め） 、人間観、死生
観、人生観、宗教観、災害観（ 「災害概念」を始めとして）等に多大な影響 与えたのである。東北地方・太平洋沖地震の破壊的衝撃の「現実」 （ 「リアリティ ）は、戦後の経済復興、日本経済の躍進、経済大国化に「安住」し、もっぱら自己 功利 打算（経済的利 ）に 集注」していた多くの日本人 、近代以降かつて い厳しい問題を提起したのである（写真１） 。　
繰り返す災害に備え、この未曾有の大災害からわれわれ日本人は歴史的教訓の数々を汲み取っていかなければなら







































視課長は 発生から１週間程度は震度６弱前後の地震が起こる恐れがあるとしていたが、１週間経っても収束 通しは立たず「これまでに例を見ない地 の形」として、当面は警戒が必要との見解を示した。　
熊本地震のこの「特異性」が、衝撃期における災害対応組織（救援の主力となる「自衛隊の応急救援部隊」 《 「自己
完結型組織」 》 ）にどのような影響を与えたのか さらに、政府、自治体を始め、消防、警察等の応急救援機関、組織、部隊等の初動対応（組織的対応・組織間対応）のあり方にどのような影響を及ぼしたのか。以上は、広く社会学的視点から見て特筆に値する（表１） 。　
政府、県、自衛隊、警察、消防、海上保安庁等の応急救援機関・部隊の「動き」 （ 「立ち上がり」 ）も迅速であった。





















表情で説明すると、報道陣はどよめいた。余震は小さいという思い込みの代償は大きかった。益城町では、避難住民が帰宅した後に『本震』で倒壊に巻き込まれるケースが続発。被害は南阿蘇村などに広がり、 に集結していた関係機関は情報収集に追われた。消防庁は六〇〇人に抑えていた派遣規模を一転して二〇〇〇人に拡大した。十五日時点で四万人超から七〇〇〇人まで減っていた熊本県内の避難者は、最大約十八万人に。物資輸送は後手に回り、多くの避難所で水や食料が枯渇した。 （傍線は田中 よる） 」
　




組織間対応との関連性について詳しく分析したい（図２） 。すなわち、実証的観点から災害因の衝撃の程度が組織的救援活動に及ぼす影響を捉えてみたい（現在、この点について調査・分析中である） （写真３） 。


















































































という用語はきわめて広い意味を含んだ漠然とした概念である。一般に、個人・集団・地域社会からはいかなるコントロールもきかない悲劇的状況として、考えられている。災害（状況）は、巨大な超人間的力によって生み出 れものであり、それに立ち向かうことはとうてい不可能であ と見做されている。例えば、各組織・機関 被害を免れるために、選択の余地の 緊急の対応を強いられる。また、地域社会は解体の危機に陥り 個人は要求充足の点で極めて不十分な環境 下に置かれる。したがって、災害は社会に破壊的影響を及ぼし 他方 社会組織 災害がもたらす人間的諸問題の対処に迫られる。　
この意味で、災害状況を示す基本的要素は 災害 よっ 引き起こされる日常生活の著しい崩壊といった点に求め














































あのような過酷な条件の下では、自衛隊がこの国を守るしかない（ 「自衛隊以外に、この国を守る者はいない」 ）という事が良く分かった。隊員一人ひとりが懸命にこの国を守ったといえる。生と死の厳しい現実に遭遇し、人生の無常を感じた者も多い。絶対に、 「人」は「自然」の力には敵わない。多くの人が 他では言えないものを見てしまった。私の人生を変えた出来事であった。まさかこの歳になって、 分が変わる」とは思ってもみなかった。確かに、自分 が大きく変わった。連隊長、大隊長、中隊長等は、指揮官として厳しい状況下
―90―







































































































し、また強く機能する（ 「働く」 ） 。とく



























































































































高射特科大隊、第９戦車大隊等の基幹兵力が、事前計画にそって―被害状況等を確認しながら―、甚大な被害を被った「久慈」 、 「宮古」 、 「釜石」 、 「大船渡」 、 「陸前 田」等の救援に赴いている（図３） 。


























































避難者の渡部俊基さん（六十七歳）は『避難生活に先が見えんけん、みんな疲れてギスギスしとる。やけんど、子どもたちはいやな顔せずにつらい仕事もやる。偉かばい』と感心する。実は『ボランティアの人数 、もう少しほしい』と熊谷さんは感じている。 『ばってん、避難者の実情や心の内をしら い人たちが来ると新たなストレスを生む面 ある』と話す。 」　
災害過程のこの段階では、被災者に対する最初の救出、救援、援助等は被災者、被災地域住民自身の手によっ











被害を被った人びとや集団の内部から、災害状況 緊迫性とそこから派生する喫緊の課題やニーズに対処 ために緊急的リーダーシップが生まれる。また、人びと 間に関心や感情、情緒の共有が生まれ、相対的 軽傷被災者を中心に救助活動が行われる。したがって 日頃（ 「安定した社会システム」のもとでは）ほとんど目にすることのない「英雄的行 」 ・ 「自己犠牲的行動」を認めること 出来る もこの段階の特徴である。　
例えば、 「 『見捨てないで』の声頭を離れない
　
東海大生救助の会社員」 （四月二十三日付『日経新聞』 《朝刊》 ）
の事例が参考になる。 「十六日未明の地震で大きな被害を受けた熊本県南阿蘇村の河陽地区で、生 埋めになった東海大の学生の救助に当たった同村の会社員、山崎貞士（三十二歳）は『 《見捨てないで》と う声が頭から
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離れない』と当時の状況を振り返った。十六日未明、自宅２階で寝ていた山崎さんは突然、高い場所から落とされたよう 感覚に見舞われた。自宅は１階部分の倉庫がつぶれていた。携帯電話のライトを頼りに靴を探し、何とか窓からはい出た いう。辺り 見回せば、跡形もなく崩壊した家や、１階がつぶれた東海大の学生の住むアパートが、目に飛び込んできた 救助に向かうと『助けてくれ』という声が聞こえた。近所住民や学生らと共に取り残された学生を助けよう し が、なすすべがなかった。 『素人にできることはかぎられていた。あ ときの《見捨てないで》という学生の言葉を今でも思い出す』と複雑な表情を浮かべた。山崎さんはこれまで３ヵ所の避難所を転々とし、現在は阿蘇市内 車中泊をして暮ら 。 『命があるだけでもありがたい』と話すが、家は傾いたままだ。窓から入るしか方法はなく『余震 続けば、この家は崩れるかもしれない』と め息を漏らす。家にある母親の遺影を持ち帰 こともかなわな 。 『一つ一つの物に思い出があり 全部手元に置いておきた が、諦めなければならない 母親の遺影も飾 る 、早く家を見 けられればい ・・・・・・』と話した。
」
　
以上は、災害の「衝撃期」 、及び「被害の査定期」の個人や集団の対応を（ 「行動」 ）を物語る具体的かつ重要
な事例といえる。 
（次回つづく）
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